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成果の概要／中尾友彦 

 

【国際会議について】 

この度，私は貴財団からの助成をうけて，第 21回多価イオン物理国際会議（21st 

International Conference on the Physics of Highly Charged Ions: HCI）に出席した．この会

議は原則として 2年に一度開催されている．前回は 2022年に島根県松江市において開

催され，当時修士 1年だった私はポスター発表を行った．私にとってはポスター発

表，対面開催される学術的会合への参加，国際会議への参加のいずれについても初め

ての機会であったため，国内・国外の多くの研究者たちが熱心に議論する様子を目の

当たりにし，刺激をうけたことをよく覚えている． 

今回はオランダの研究機関である Advanced Research Center for Nanolithographyが主催

者となり，アムステルダム郊外に位置する北海に面した街，Egmond aan Zeeにおいて

開催された．会議では 5日間にわたって，多価イオン物理およびその関連分野につい

て幅広い議論が行われた．参加者は 100名程度と比較的小規模の会議であるものの，

そのぶん密な交流が行えたように思う．また Review Lecturesではふだんなじみのない

分野に関する話を聴講することができ，たいへん勉強になった． 

 

【私の発表について】 

私は今回，Delayed fragmentation of alcohol molecules induced by MeV ion collisionsという

タイトルでポスター発表を行った．遅延解離（Delayed fragmentation）は多原子分子の

解離においてみられる特徴的な過程であり，私はそのメカニズムを明らかにすること

を目指して研究に取り組んでいる．この国際会議が主な対象としている物理だけでな

く，物理化学に関連する内容も含まれることから少し不安もあったものの，結果的に

は多くの参加者に発表を聞いていただくことができ，実のある議論も行えた． 

今回の会議では Alicja Domaracka氏と Sergio Díaz-Tendero氏が気相分子の解離について

Review Lecturesを行っており，私の研究と関係の深い内容であった．二氏は私のポス

ター発表に関心を持ってくださり意見交換を行うことができたほか，Conference dinner

などを通じて親交を深めることもできた．Sergio Díaz-Tendero氏は分子解離現象につい

て，分子動力学計算やポテンシャルエネルギー曲面計算などの理論からの取り組みで

知られた研究者である．彼は今回の会議で，私の現在研究している遅延解離現象につ

いて共同で研究を行うことを提案してくださった．現在は共同研究の実現に向けて，

詳細を詰めている段階である．遅延解離現象に関して理論面からの裏付けが進めば，

研究の大きな原動力になると考えている． 

 

【まとめ】 

私にとって，今回は海外で開催される国際会議に出席する初めての経験であった．ま

た私事ではあるものの，ヨーロッパを訪問すること自体も初めてであった．そのた

め，会議中のみならず，滞在中のできごとの一つ一つをとっても，あらゆることが新

鮮に感じられた．今回の経験を糧に，一層研究に邁進していきたいと思う． 


